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現状と課題

高齢化が進み、かつての坂戸駅周辺の商店街の賑わい

が薄らいでいるように感じられる。

また、坂戸駅南北自由通路に設置されたステンドグラ

スの原画デザインをされた日本画家の倉島重友 氏の作

品紹介が他県採用の美術の教科書に掲載されている

が、行き交うだけになっていて、貴重な空間が生かさ

れていないことが残念に思われる。



事業目的

街の文化的シンボルとして市民から

愛されるステンドグラスのある坂戸駅において、誰でも

自由に演奏できる駅ピアノを設置することにより、行き

交う人が音楽の楽しみと安らぎを感じ、世代を越えた交

流を生み出すきっかけとなり、活力ある創造的な街づく

りにつなげていくことを目的とする。



『坂戸駅ステンドグラス未来ピアノの会』

坂戸市在住の有志と大学生を中心に令和３年１２月に発足。

坂戸駅周辺の自治会等の協力のもと、坂戸市と協働して坂戸駅
でのストリートピアノを実現させ、その運営を行っている。



支援金の呼びかけ

7月商店会の七夕祭りに参加





事業内容

坂戸駅にグランドピアノを設置し、運営管理

名 称 ：「風の音ピアノin坂戸」

設置場所 ：坂戸駅南北自由通路 南口通路側

設置日 ：令和４年１０月１日

利用時間 ：午前１０時から午後８時

かぜ おと



ピアノの鍵管理

有志１２名のボランティアのご協力をいただき、ピアノの
解錠、施錠等を行ってます。

ご協力いただける
サポーターを
募集中です♬



演奏者のマナー
注意事項や利用方法の周知
・ピアノ周辺に掲示

・市ホームページに掲載

演奏順番票



聴く人のマナー

注意事項や利用方法の周知
・ピアノ周辺に掲示

・市ホームページに掲載



オープニングイベント
開催日 ：令和４年１０月１日（土）
会場 ：坂戸駅南北通路
午前、午後の部の2回 ゲスト演奏者に
よる演奏会
①午前の部：ピアニスト 岩佐椋太さん
（坂戸市出身）
②午後の部：千頭和 達さん
（所沢市在住）



オープニングイベント

坂戸駅長様より
「東上線で初の設置です。駅としても誇りです。駅員一同大切に保護
します。」との温かい心強いご挨拶をいただきました。



協働関係課との連携内容

提案団体が担う役割

・坂戸市役所内や関係先との
連絡調整

・坂戸駅、駅構内店舗、坂戸駅前
交番への説明および協力依頼

・広報活動
・定期的な見守りと問い合わせ対応

・企画、運営
・坂戸駅、駅構内店舗、坂戸駅前
交番への説明および協力依頼

・チラシの制作、広報活動
・支援金の募集
・定期的な見守りと対応
・ピアノの維持管理
・問い合わせ対応

市が担う役割



成果及び効果
駅ピアノの設置により、行き交う人が音楽の楽しみと安らぎを感じ、多
くの喜びと感謝の声

ピアノとステンドグラスにより、映えスポットとなり、SNSを通じて、
遠方からピアノを弾きに何人もの人が来られている。

ピアノの音色を楽しみに、駅通路を散歩コースにされたという住民の声

駅及び周辺に活気と憩いの場としての交流の広がり

東武東上線沿線の駅において第一号の駅ピアノの設置となり、坂戸市
の知名度が高まり、今後も訪れる人の増加が期待される。

これまで駅周辺の治安が問題視され、防犯上心配されていたが、駅ピ
アノ設置により明るいイメージとなり、関係者が見守ることにより、特
に問題は発生していないようである。



「風の音ピアノin坂戸」利用状況

１日平均利用数 3１.５人
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利用数（R4.10月１日～12月２８日：８９日） 2,８０７人



課題及び改善点

注意書きをピアノの周辺に掲示。

時々、駅長や駅構内店舗に様子を聞き
取り、状況把握。

定期的にピアノの音響調査。

問題があれば早急に対策を講じ、お知
らせ板等にて注意喚起。

１．ピアノの音量等のクレームについて

ピアノ設置前の5月に「音量および人の
動き等について」の調査を実施。



課題及び改善点

２．鑑賞者の点字ブロック上の立ち止まり及び通行人の妨げ等について

ピアノの周りに緑色のテープ
を貼り、鑑賞する場所を確
保。

点字ブロック上での立ち止ま
り禁止及び緑テープ枠内での
鑑賞の貼紙を3方向から見える
ように掲示し、注意喚起。

今後も見守りながら、声掛
け。



今後の運営について

協働事業の助成申請は今回初めてである。

事業は継続するが、運営するにあたり、市民からの支援金が目標額

を上回ったため、来年度の助成申請手続きは行わない予定である。

設置期間ついては、1年ごとに協議の上、決定する。

ピアノ設置場所である南北自由通路が市の管理する敷地であるた

め、今後も坂戸市と協働で運営管理していく予定である。



決 算 書 （１２月末現在）
（収　　入）

区分 予算額（円） 決算額（円）

補助金 100,000 100,000

支援金 400,000 453,185

雑収入 0 1

合　　計 500,000 553,186

（支　　出）

区分 予算額（円） 決算額（円）

需用費 73,500 111,218

備品購入費 290,000 291,867

運搬費 50,000 64,900

保険料 1,500 780

ピアノ調律費 80,000 33,000

協力者お礼 5,000 51,421

合　　計 500,000 553,186

チラシ印刷、カーペット、傘立て、手指消毒用液、
荷物置用かご、事務用品等

銀行利息

説明

坂戸市提案型協働事業補助金

説明

地域住民等の団体への支援金

ピアノ運搬費

中古ピアノ購入費(200,000円)
ベルトパーテーション(50,400円)
ピアノロック(14,667円)
ピアノフロントフレームカバー(16,800円)
看板代(10,000円)

ピアノ動産総合保険

ピアノ調律費用

※雑収入を追加。

オープニングイベント時の花束代、昼食代、
チラシ作成等の協力者へのお礼



ご清聴ありがとう

ございました。


